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の2症例 を報告 したのをはじめとして, Crow
等の報告2)があり,欧米諸国で多くの報告が相
次いでいる｡ 本邦では, 染谷(1952)3), 占部
し1957)4),田坂 (1958)5)の報告がみ られてい













































































Runyon の group 分けに対比して, 一応臨
床材料から分離される可能性の多い抗酸菌 (M･
tuberculosisと M.bovisを除く)を示 したの




先づ大きく Runyon による group分けを行な
って, しかる後に各 group 内での菌種推定に
進むのが順序であろう｡ 次いで各 group に含
まれる菌種について述べる｡
























































































Group III M.intracelulare-avium grくつup,


































































IVに属する M.fortuitum と M.cheloneiの
R型との判別は出来難い｡




















































































最初 に分離 した株の性状 (発育コロニー数






































の M･scrofulaceum と GroupIIIの M.intra-
celulareをみると,上記の2菌種とはかなりコ
ロニー形態がことなり,(図6及7)いず れ も




























- 94- 久世,前川 京大胸部研紀要 第8巻 第2号
図4 M.tuberculosis(H37Rv)のコロニー (Kirchner寒天培地上,
13日日10×10)
図5 M.kansasii のコロニー (Kirchner寒天培地上,9日目,
10×10)
昭和50.3 非定型抗酸菌の性状 (Ⅰ)
図6 M.scrofulaceum のコロニー(Kirchner寒天培地上, 9日目,
10×10)

























京大胸部研紀要 第 8巻 第 2号
性の結核菌 もどく少数ながら存在する様で注意
が必要で あ る｡ 又, ナイアシンテス トに関し









る｡)で 45mm 以上とそれ以下の 2群 に分 け
ると,M.kansasi,M.fortuitum,M.chelonei
では 45mm 以上 を示すものが殆んどで, M.
intracelulare-avium groupでは 45mm 以下
を示す｡なお M.scrohlaceum,M･gordonae
はいずれも 45mm 以上という報告があるが,
私共の保存株では M.scrofulaceum は 45mm
以下を示 した｡ なお GroupIIIで M.intra-
celulare-avium group以外の非病原性の菌種
の多くは 45mm 以上を示す様である｡なお機









原性 といわれ る M.gordoane(-Tap-water
scotochromogen)及び M.nonchromogenic-
um-terrae-novum-trivialecomplexが陽性で,









IV の M.fortuitum と M.che]oneiの一応の
鑑別に使用 し得るであろう｡






ナイアシンテス ト陰性で,AM の確認 をす
ませ, 光発色陽性 の GroupIに属す る M･
kansasi と M.marinum 相互間は,カタラー
ゼ半定量法と硝酸塩還元酵素反応で一応の鑑別
が出来る｡ GroupHの M.scrorulaceum とM･
gordonaeはTween80水解反応で,又,Group





種である M.fortuitum と M.cheloneiは,
PAS培地黒変と, アリルスルファクーゼで推
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が 疑 わ れ る 症 例
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なお,最後 に最近 2年間 に私共 の研究室 に
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